




















要約: 「専門職のいない場合」とは、市町村において保健婦が未設置か、あるいは最小限

しか配置されていないという状況を意味しており、この様な場合、母子保健指導事業を効

率的に実施していくためには、助産婦と保健婦と専門性や特徴を生かした活動のあり方を

再構築することも重要なことであろう。

 昨年度の助産婦教育機関を対象とした地域母子保健教育の現状調査では、助産婦の場合

は保健婦に比較して母性及び乳幼児に対してより専門的・個別的な診断やケアが出来るよ

うに教育されていることが示された。

 今年度は、母子保健指導事業における助産婦基礎教育の効果の実態と業務遂行に関わる

問題を把握すると同時に、事例検討を通して、助産婦及び保健婦の関わりを質的な意味で

の特徴として明らかにし、これらの結果から両者の特徴を活かした人材の活用やシステム

のあり方の提言と業務の補填の意味での研修のあり方について検討するために調査を行っ

た。その結果、助産婦、保健婦それぞれの活動の共通点と相違点が、教育の内容、活動の

実際、事例への問題解決思考過程から明らかになった。そこで職種の有効活用という面で

は、まず母子保健の企画調整から技術提供まで活かせる助産婦の市町村レベルへの配置や

人事交流と、母子保健事業への地域基幹病院の助産婦の活用を考える。また、母子保健指

導業務事業への助産婦の活用を視野に置いた保健婦の業務内容や業務配分について、現状

に対する発想の転換が示唆された。


